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未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し

た
東
日
本
大
震
災
か
ら
４
カ
月

を
過
ぎ
た
７
月
１６
日
、
復
興
へ

の
道
筋
を
探
ろ
う
と
、
社
会
知

性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
／
社
会

関
係
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催

に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
復
旧

・
復
興
・
再
生
へ
の
�
絆
と
連

携
	」
が
開
催
さ
れ
た
。

被
災
地
か
ら
は
亀
山
紘
石
巻

市
長
、
坂
田
隆
石
巻
専
修
大
学

長
が
出
席
。
石
巻
地
区
の
復
興

や
震
災
直
後
の
様
子
、
被
災
状

況
、
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み

を
語
っ
た
∥
１
面
に
写
真
。

社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン

タ
ー
が
震
災
を
機
に
、
緊
急

に
開
催
し
た
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
被
災
地
の
一
つ
で
あ

る
石
巻
市
と
、
同
市
に
あ
る

石
巻
専
修
大
学
に
焦
点
を
当

て
た
。
会
場
の
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
に
は
、
学
内
・
学
外
か

ら
１
５
０
人
が
集
ま
っ
た
。

は
じ
め
に
日
髙
義
博
学
長

が
「
今
回
の
大
震
災
で
、
日

本
の
社
会
的
な
仕
組
み
や
あ

り
方
、
さ
ら
に
価
値
観
ま
で

変
動
し
つ
つ
あ
る
。
日
本
が

ど
う
復
興
し
、
再
生
す
る
か

が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
大

き
な
山
で
あ
り
、
大
き
な
視

点
の
一
つ
。
今
日
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
の
活
発
な
議
論

が
、
東
日
本
の
復
興
・
再
生

に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

次
に
原
田
博
夫
・
同
研
究

セ
ン
タ
ー
代
表
が
、
多
く
の

犠
牲
者
を
出
し
た
石
巻
市
大

川
小
学
校
に
言
及
し
た
際
に

は
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
な
が

ら
、
「
空
前
絶
後
の
大
震
災

の
中
で
被
災
者
や
自
治
体
は

よ
く
耐
え
続
け
、
日
本
国
民

は
じ
め
世
界
中
の
人
々
が
、

義
援
金
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

さ
ら
に
精
神
面
で
も
支
援
の

手
を
差
し
伸
べ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
大
災
害
に
お
け
る

減
災
・
避
難
の
観
点
か
ら
、

既
存
の
社
会
関
係
資
本
が
非

常
に
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を

確
認
し
た
。
今
後
の
復
旧
・

復
興
で
も
地
域
の
歴
史
と
伝

統
を
踏
ま
え
た
社
会
関
係
資

本
へ
の
配
慮
が
必
要
」
と
述

べ
た
。

続
い
て
「
現
地
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
と
し
て
、
亀
山

石
巻
市
長
と
坂
田
石
巻
専
修

大
学
長
が
講
演
。

ま
ず
、
元
石
巻
専
修
大
学

教
授
（
石
油
化
学
、
触
媒
化

学
が
専
門
）の
亀
山
市
長
が
、

津
波
発
生
当
時
と
現
在
の
石

巻
の
状
況
を
写
真
や
地
図
な

ど
を
使
っ
て
説
明
。
石
巻
お

よ
び
北
上
川
の
無
堤
防
地
帯

が
壊
滅
状
態
に
な
っ
た
こ

と
、
多
く
の
住
民
が
犠
牲
に

な
っ
た
こ
と
を
、
濁
流
に
の

ま
れ
る
河
口
付
近
一
帯
の
写

真
な
ど
で
示
し
た
。

中
心
市
街
地
で
は
１
㍍
か

ら
１
・
３
㍍
ほ
ど
の
浸
水
が

５
日
間
ほ
ど
続
き
、
現
在
で

も
多
く
の
住
民
が
住
居
の
２

階
で
生
活
せ
ざ
る
を
得
ず
、

避
難
所
の
整
備
は
も
ち
ろ

ん
、
自
宅
で
生
活
す
る
被
災

者
の
支
援
も
課
題
だ
。

ま
た
、
「
石
巻
方
式
」
と

し
て
多
く
の
自
治
体
で
見
本

と
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
を
紹
介
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
は
、
石
巻
専
大
の
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
設
置
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
日
本
全
国
、
世
界

中
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
て
力
づ
け
て
く
だ
さ

り
、
絆
の
大
切
さ
を
思
い
知

っ
た
。
今
後
は
未
来
を
志
向

し
た
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

バ
イ
オ
マ
ス
を
利
用
し
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
型
社
会
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
た

い
」
と
語
っ
た
。

坂
田
石
巻
専
修
大
学
長
は

講
演
で
、
大
震
災
発
生
時
の

大
学
の
対
応
を
説
明
。
一
般

避
難
者
や
帰
宅
困
難
な
学
生

に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
放
、
育

友
会
の
寄
付
に
よ
っ
て
備
蓄

し
て
い
た
食
料
や
水
を
配
布

し
、
本
校
の
敷
地
内
に
避
難

所
、
日
本
赤
十
字
病
院
の
救

護
所
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
、
石
巻
赤
十
字
病
院
看

護
専
門
学
校
、
宮
城
県
石
巻

合
同
庁
舎
、
自
衛
隊
の
ヘ
リ

ポ
ー
ト
な
ど
を
設
け
た
。

「
大
学
に
は
安
全
な
立

地
、
堅
固
な
建
物
、
十
分
な

空
き
地
、
自
家
発
電
設
備
と

い
っ
た
多
く
の
利
点
が
あ

る
。
今
回
の
震
災
の
経
験
か

ら
『
災
害
対
策
拠
点
と
し
て

の
大
学
』
と
い
う
観
点
で
、

災
害
時
に
多
く
の
大
学
を
活

用
す
れ
ば
、
新
た
に
災
害
ビ

ル
を
建
設
す
る
必
要
は
な
い

の
で
は
」
と
話
し
た
。

今
後
は
復
興
共
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
、
施
設
の
提

供
だ
け
で
な
く
、
石
巻
市
の

水
産
品
な
ど
の
製
品
化
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
産
業
支
援

や
、
石
巻
地
域
の
教
育
支
援

な
ど
、
石
巻
専
大
が
地
域
復

興
の
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
地

域
と
と
も
に
再
生
を
目
指
す

構
想
を
明
か
し
た
。

さ
ら
に
「
私
は
『
社
会
知

性
の
開
発
』
と
は
、
今
ま
で

蓄
積
し
た
も
の
を
生
か
し
、

初
め
て
出
合
う
こ
と
に
も
適

切
に
対
処
で
き
る
能
力
を
磨

く
こ
と
だ
と
解
釈
し
て
い

る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
に
大

き
な
災
害
が
起
こ
っ
て
も
、

学
生
た
ち
は
適
切
に
対
応
で

き
る
は
ず
。
こ
の
震
災
か
ら

の
復
興
は
長
い
闘
い
に
な
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
全
力
を

出
し
尽
く
し
て
早
々
と
燃
え

尽
き
て
は
意
味
が
な
い
。
休

め
る
時
は
休
み
、
笑
え
る
時

は
笑
い
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り

で
も
着
実
に
、
地
域
の
人
々

と
復
興
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
」
と
結

ん
だ
。

大
西
隆
東
日
本
大
震
災
復

興
構
想
会
議
委
員
・
東
京
大

学
教
授
は
、
日
本
政
府
の
復

興
へ
の
動
き
や
復
興
構
想
に

つ
い
て
基
調
講
演
。

「
災
害
の
被
害
は
ゼ
ロ
に

は
で
き
な
い
が
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
に
よ
っ
て
大
き
く

減
ら
す
こ
と
は
で
き
る
。
住

居
を
高
台
に
移
す
試
み
や
、

公
民
連
携
で
自
治
体
に
復
興

ま
ち
づ
く
り
会
社
を
設
立
し

た
り
、
特
区
を
設
け
た
り
と

い
っ
た
地
域
経
済
活
動
の
再

生
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

記
憶
を
記
録
す
る

パ
ネ
ル
展
示
も

大
矢
根
淳
人
間
科
学
部
教

授
が
石
巻
現
地
レ
ポ
ー
ト
と

し
て
講
演
。
「
災
害
に
は
個

性
が
あ
り
、
そ
の
個
性
を
つ

か
み
、
言
葉
で
表
現
し
、
言

語
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
積
み

重
ね
に
よ
っ
て
復
興
は
な
し

得
る
」
と
前
置
き
し
、
石
巻

の
地
域
特
性
を
解
説
し
た
。

石
巻
は
東
北
地
方
第
一
の

１
級
河
川
で
あ
る
北
上
川
と

旧
北
上
川
に
抱
か
れ
、
二
つ

の
川
は
市
民
の
生
活
と
密
着

し
た
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
０
５
年
の
「
平

成
の
市
町
村
合
併
」
に
よ
り

人
口
１６
万
都
市
と
な
っ
た
。

石
巻
市
の
沿
岸
に
は
４４
の
漁

港
が
あ
る
―
―
そ
う
い
っ
た

地
域
特
性
も
、
同
市
の
死

者
、
行
方
不
明
者
４
０
０
０

人
を
超
す
犠
牲
に
つ
な
が
っ

た
と
語
っ
た
。

さ
ら
に
石
巻
市
の
被
災
概

要
、
復
興
に
向
け
て
の
取
り

組
み
、
な
ぜ
石
巻
専
修
大
学

が
被
災
者
対
応
の
拠
点
と
な

り
得
た
か
―
―
な
ど
を
、
先

に
講
演
し
た
２
氏
の
話
に
補

足
す
る
形
で
講
演
し
た
。

ま
た
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
に
伴
い
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
１
階
で
の
パ
ネ
ル
展
示

と
開
催
の
狙
い
を
紹
介
。「
混

乱
の
な
か
で
記
憶
を
記
録
化

す
る
こ
と
が
な
に
よ
り
も
重

要
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
移
り
、
永
江
雅
和
経
済

学
部
教
授
（
石
巻
の
経
済

史
）
、
中
野
英
夫
経
済
学
部

教
授
（
石
巻
の
産
業
・
雇

用
）
、
丸
茂
雄
一
法
学
部
非

常
勤
講
師
（
災
害
と
法
制
）

ら
パ
ネ
リ
ス
ト
が
講
演
し
た

後
、
会
場
か
ら
の
質
問
に
答

え
な
が
ら
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
展
開
さ
れ
た
。

▽
「
他
の
市
町
村
か
ら
職

員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
行

政
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

い
た
。
積
極
的
に
受
け
入
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
を
通

し
て
職
員
の
人
材
育
成
が
で

き
た
」（
亀
山
市
長
）
▽
「
子

ど
も
た
ち
を
巻
き
込
ん
だ
防

災
が
大
切
。
彼
ら
の
視
点

は
、
大
人
に
と
っ
て
は
『
目

か
ら
う
ろ
こ
』
。
そ
ん
な
活

動
も
今
後
紹
介
し
て
い
き
た

い
」（
大
矢
根
教
授
）
▽
「
大

学
が
被
災
地
の
中
に
あ
る
の

は
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
、
石
巻

専
修
大
学
の
�
体
験
	
は
貴

重
だ
。
ぜ
ひ
大
学
と
地
域
社

会
の
関
係
を
掘
り
下
げ
て
い

た
だ
き
た
い
」
（
大
西
委

員
）
―
―
な
ど
の
発
言
が
飛

び
出
し
た
。

モ
デ
レ
ー
タ
ー
の
原
田
同

セ
ン
タ
ー
代
表
は
「
被
災
地

石
巻
に
石
巻
専
修
大
学
が
あ

る
こ
と
で
大
き
な
テ
ー
マ
が

設
定
さ
れ
た
。
今
後
は
そ
こ

に
フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
て
い

き
た
い
」と
締
め
く
く
っ
た
。

な
お
、
当
日
の
展
示
パ
ネ

ル
は
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
９
号

館
１
階
で
公
開
中
。
ま
た
当

日
配
ら
れ
た
配
布
資
料
は
社

会
関
係
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ

て
い
る
。

■
挨
拶

日
髙

義
博
（
専
修
大
学
長
・
理
事
長
）

原
田

博
夫
（
社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー
代
表
、

経
済
学
部
教
授
）

■
講
演

《
現
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
》

亀
山

紘
（
石
巻
市
長
・
元
石
巻
専
修
大
学
教
授
）

坂
田

隆
（
石
巻
専
修
大
学
長
）

《
基
調
講
演
》

大
西

隆
（
東
日
本
大
震
災
復
興
構
想
会
議
委
員
、

東
京
大
学
教
授
、
日
本
計
画
行
政
学
会
会
長
）

《
現
地
レ
ポ
ー
ト
》

大
矢
根

淳
（
社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、

人
間
科
学
部
教
授
）

《
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
》

パ
ネ
リ
ス
ト

■
上
記
講
演
者
４
氏
と
左
記
３
氏

●

永
江

雅
和
（
社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、

経
済
学
部
教
授
）

●

中
野

英
夫
（
社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、

経
済
学
部
教
授
）

●

丸
茂

雄
一
（
社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究

員
、
専
修
大
学
非
常
勤
講
師
）

モ
デ
レ
ー
タ
ー
‥

原
田

博
夫

総
合
司
会
‥

永
島

剛
（
社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究

員
、
経
済
学
部
准
教
授
）

敬
称
略


◀

大
西
隆
東
日
本
大
震
災
復

興
構
想
会
議
委
員

◀

永
江
雅
和
教
授

◀

中
野
英
夫
教
授

◀

丸
茂
雄
一
非
常
勤
講
師

拠拠
点点
とと
なな
っっ
たた
大大
学学
キキ
ャャ
ンン
パパ
スス

東
日
本

大
震
災石

巻
専
修
が
重
要
な
役
割

「復旧・復興・再生への�絆と連携�」

◀

大
矢
根
淳
教
授

防
災
・
ま
ち
づ
く
り
の
今
後
を
示
唆

◀

原
田
博
夫
同
セ
ン
タ
ー
代
表

社会関係資本研究センター

シンポジウム

亀
山
紘

石
巻
市
長

「
未
来
を
志
向
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
」

坂
田
隆

石
巻
専
修
大
学
長
「
今
後
は
地
域
復
興
の
セ
ン
タ
ー
に
」

▲ 坂田隆石巻専修大学長

▲ 亀山紘石巻市長

▲ あいさつする日髙義博学長
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